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１．はじめに 
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 デッキプレート・トラフリブ接合部の溶接ルートに生じた疲労亀裂は、検出することが困難である。本研

究では、溶接ルートからの疲労亀裂発生形状を実験的に調べるとともに溶接ルート部の応力集中を緩和させ

るために片側すみ肉溶接を両面すみ肉溶接とすることによる、ルート部の応力緩和効果を鋼床版試験体の応

力解析より検討する。 
２．疲労試験 
 図 1 に示す鋼床版試験体を用いて 2体の試験体について疲労試験を行

った。トラフリブの厚さは 6mm、デッキプレートの厚さは、12mm である。

荷重は、上限荷重 10kN、下限荷重 110kN の荷重範囲 100ｋN で、図 2 に

示す通りトラフリブ間に橋軸方向に 130mm、橋軸直角方向に 280mm に載

荷した。 

1 体目の試験体では、図１から溶接線 2，3 トラフリブ間で載荷した。

疲労試験開始後 75 万回終了時に荷重載荷位置直下のデッキプレート上

に亀裂（目的としない亀裂）が発生した。図３のように溶接部の試験体

を切り出しその後デジタルマイクロスコープで写真を撮ったところ、目

的としていたデッキプレート・トラフリブにおける溶接線のルート部か

ら溶接ビードを切る亀裂が発見された。 

デッ

2 体目の試験体では、図１から溶接線 2,3 トラフリブ間と溶接線 4,5

トラフリブ間において 2回疲労試験を行った。載荷位置溶接線 2,3 トラフ

リブ間の疲労試験開始後 120 万回で溶接線 2のトラフリブ溶接止端部に、載

荷位置溶接線 4,5 トラフリブ間の疲労試験開始後 105 万回で溶接線 4のトラ

フリブ溶接止端部に疲労亀裂が発生した。滋粉探傷試験の様子を図４、図５

に示す。亀裂の長さは、

溶接線２は、203mm で

溶接線４は、218mm で

ある。 

図 3 疲労亀裂 

図４ 溶接線２ 疲労亀裂 図５ 溶接線４
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３．内側溶接による応力緩和効果 
 応力解析では、デッキプレー

ト・トラフリブ溶接部に内側溶接を

追加することでの溶接ルート部の応

力集中緩和効果を見る。1 次応力解
析では、図１の鋼床版試験体全体を

シェル要素でモデル化し有限要素解

析を行った。デッキプレート厚は

12mm 6mm
る。荷重は、第 3章で示した通り橋

130mm, 280m
1

すみ肉溶接と両面すみ肉溶接の比較を表

内側溶接 外側溶接 
でトラフリブ厚は であ

軸方向に 橋軸直角方向に

で行った。 次応力解析で得られた変位

さらに調べるためにその溶接部周辺を取

解析より溶接部のルート部、デッキプレ

更したことによりルート部には高い引張

キプレート溶接止端部は圧縮応力が高く

より片面すみ肉溶接の時ルート部の主応

内側溶接の主応力図を図８に示す。デッ

溶接止端部には引張応力が発生している

 

 

 

 

 

４．考察 

 本研究の鋼床版試験体は、溶接溶け込

応力が発生し亀裂は、ルート部から溶接

進展することがわかった。鴫原らの研究

け込みが浅い試験体では、ルート部から

向に亀裂は進展するとされている。また

追加し、両面すみ肉溶接にすることによ

応力緩和効果はあることが認められたが

ッキプレート溶接止端の応力は高くなり

フリブ止端部には、引張応力が発生する
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表 1 主応力の変化 
片面すみ肉溶接 主応力（N/mm²) 角度

ルート部 234.61
デッキプレート溶接止端部 -234.65

トラフリブ溶接止端部 -492.36

両面すみ肉溶接 主応力（N/mm²) 角度
ルート部 -66.23

デッキプレート溶接止端部 -378.22
トラフリブ溶接止端部 -447.36
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で行いトラフリブ間に荷重

、回転角を境界条件にデッキ
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力の方向の直角方向は、疲労

キプレート側溶接止端部は圧

のがわかる。

みが浅い試験

ビード方向に

でも溶接溶

溶接ビード方

、内側溶接を

るルート部の

、外側溶接デ

内側溶接のトラ

ので注意が必要である。 

年次学術講習会（平成 16 年

図 6 

（°）
7
14
45

（°）
2
13
44

－１００N/mm²

図８

ート部に高い

１）

レート・トラフリブ溶接部の
面すみ肉溶接から両面すみ

をかけた。また荷重の大き

プレート・トラフリブ溶接

。要素分割図を図６に示す

部の主応力の大きさ、方向

れたのが分かる。しかしな

の方向と直角に進展するこ

亀裂の進展方向と同じこと

縮応力が発生しており、ト

9月）、1-543 

要素分割図 

7   主応力の変化図

 内側溶接主応力の方向 

応力解析 
50 N

2

肉溶接に変

7

さは ｋ

部の応力を

。 次応力

を求め片面

がら、デッ

とから図

が分かる。

ラフリブ側
－１００N/mm²

片面すみ肉溶接

両面すみ肉溶接


